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具体的でわかりやすい。盲目のアロマセラピストは実在しないのだろか。
審査員コメント

私は視覚障害者の職業としてアロマセラピストを提案します。眼が見えない、または
見えにくい分他の感覚が優れていると思いました。そこでその中の嗅覚に注目して考え
ました。
アロマセラピストの主な仕事内容は２つあります。１つめはアロマトリートメントです。
アロマトリートメントは、アロマオイルを植物油で希釈したブレンドオイルで、アロマオ
イルの成分と香りと、同時に行われるマッサージが相乗効果を発揮し、心身の状態を整
えることが期待されています。マッサージという点においても触覚を最大限に活用し視
覚障害者が活躍できる場だと思いました。
２つめは、アロマカウンセリングです。心身の状態についてカウンセリングを行い、状態
の回復に最適なアロマに関する助言や、販売・提供を行います。眼からの情報は得られ
ませんが、それゆえに相手の声の変化や呼吸の速さなど感情の変化が読み取れると思
いました。また、視覚情報に左右されず一層注意深く相手の話に耳を傾けられるのでは
ないかと思います。嗅覚が優れている分アロマの香りを詳しく説明でき、相手の状態・希
望に沿ったものが提案できると思いました。
晴眼者が視覚障害者をサポートすることもありますが、視覚障害者が晴眼者に寄り添
い、力になれる場所もあるのではないでしょうか。

野村　真希
私は、視能訓練士を目指している専門学生です。ゼミでロービジョンケアを専攻し、視覚障害の方の
ことを学びました。当事者の方の声を無駄にしないためにどのようなサポートができるか考え、患者
さんに安心してもらえるようなコミュニケーション能力と信頼される技術を身に付けるために日々
頑張っています。
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眼科とロービジョンケアのお繋げ役
「眼科のカウンセラー」

もし、あなたが、眼科で「あなたは今後見ることが不自由になります」と伝えられたらど
うなるでしょうか。きっと不安や悲しさなど言葉で表すことはできない感情になると思
います。少なくとも「ロービジョンケアに取り組もう」と前向きになるには時間がかかるこ
とですし、難しいことです。少しでも多くの視覚障害の方々や治療中の方々が 自分の見
え方と付き合い、残った感覚を最大限に生かし、生活をより良く、楽しいものにするため
に、ロービジョンケアへのお繋げ役が必要と思いました。
既にロービジョンケアを受けて自分の見え方と上手に付き合い、活き活きと生活して
いる当事者の方々に、ロービジョンケアの大切さ、気持ちのサポート、社会支援の知識な
ど、当事者にしか出来ないカウンセリングをする、眼科からロービジョンケアへお繋げす
る役割を行う「眼科のカウンセラー」になって頂きたいのです。このように当事者がカウ
ンセラーになって、カウンセリングをする環境を病院内でつくることで、直接、ロービジョ
ンケアに繋げる事ができます。また、それだけではなく、そこから医療従事者も沢山のこ
とを学ぶことができるでしょう。眼科のカウンセラーは当事者にしか出来ないものです。
将来、当事者の眼科カウンセラーと一緒に仕事が出できる視能訓練士になれたら、と
思います。

審査員コメント
視力を失う前に経験者である障害をお持ちの方に心の在り方などを教えてもらうことで、心強いと
感じました。

朝倉　花凜
東京医薬看護専門学校の2年生です。ロービジョンケアを専攻し、当事者の方々のお話を伺い、ロー
ビジョンケアについて学ぶ機会を頂きました。その経験をいかして、困っている方々の力になれるよ
うな視能訓練士を目指して、これからも勉学に励みたいと思います。


	isee! “Working Awards” 2024 事例・アイデア集
	【アイデア部門】
	入選 　朝倉　花凜




